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ご意見・ご感想をお寄せ下さい。

国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 PPP宮古箱石工区 事業管理班
〒027-0029 宮古市藤の川4番1号 三陸国道事務所 東庁舎103号 （TEL）0193-77-4733

サーモンくん みやこちゃん

着工前 千徳大橋周辺での清掃状況

宮古短期大学生 三陸国道事務所訪問

宮古市立磯鶏小学校の４年生が工事現場を見学
～道路の役割や道路づくりについて学びました～

「１０６の日ウォーク」を開催
～宮古盛岡横断道路の工事進捗を見学～

宮古箱石道路の事業進捗状況

他イベント情報など

みやこハーバーラジオ 12/27  1/10 11:30～ （予定）

「復興のつち音」 出演：宮古箱石道路安全協議会

１０月２６日（水）岩手

県立大学宮古短期大学部の

学生１４名がキャリア教育

の一環として、三陸国道事

務所の業務内容について説

明を受けた後、宮古箱石道

路（千徳小山田道路工事）

の工事現場を見学しました。

風景街道探訪会「１０６の日ウォーク」が１１月１４日（月）に開催され、宮古市民２４名による

宮古盛岡横断道路の進捗状況や台風１０号による国道１０６号の災害復旧状況について見学が行われ

ました。（仮）腹帯第２トンネルでは大豊・佐田ＪＶの平岡現場代理人から工事の進捗状況について

説明があり、コンクリートの品質を確保するため「コンクリート充填検知システム」を利用している

など、モルタルと水を用いて判りやすく説明していました。（仮）新箱石トンネルでは、（株）安

藤・間の佐々木現場代理人から工事の進捗状況と使用前のセントル（トンネルのアーチ部にコンク

リートを打設する際の型枠）について詳しく説明があり、セントル前で記念撮影を行いました。

貫通の瞬間を見守る見学者

宮古から盛岡に向かい、JR山田線 茂市駅を約８００m過ぎた辺りの

閉伊川の対岸に『湯ったり館』という施設があります。

今月はこの『湯ったり館』をぶらり。

『湯ったり館』はお食事や入浴が楽しめる施設で、現場に出たときに昼

食でよく利用しています。お気に入りのメニューは、『かぼちゃ麺』を

使ったラーメンです。『かぼちゃ麺』とは、麺にかぼちゃを練りこんだ麺

で、噛むとかぼちゃの風味と甘みが口いっぱいに広がります。特に味噌と

の相性が抜群で味噌ラーメンが人気です。（個人的には、最近見なくなっ

た『チゲラーメン』も好きだったので復活を希望します（笑））

また、お風呂も様々な浴槽があり、長時間入浴を楽しむことができます。

１１月２６日（いい風呂の日）頃には、毎年『りんご風呂』のイベントも

催され、たくさんの『りんご』が湯船にプカプカ浮かんでいる光景は圧巻

で、『りんご』の香りに癒されつつ入浴を楽しむことができます。

『湯ったり館』は（仮）腹帯第１トンネルの現場と隣接していますので、

現場見学とセットで訪れてみてはいかがでしょうか？

筆者の庄ちゃんが出演している「国土交通人」東北地方の生命線

を地域・民間と共につないでいくを YouTube でご覧下さい

１０月２８日（金）、宮古市立磯鶏小学校の４年生６４

名が社会科の授業で「鞭牛の道づくり」について学習して

おり、宮古箱石道路の工事現場を見学し道路の役割や道路

づくりについて学びました。

最初に、宮古箱石道路と三陸沿岸道路の交差箇所で記念

写真を撮った後、前田建設工業（株）の亀田監理技術者か

ら（仮）閉伊川橋下部工の工事状況について説明を受けま

した。その後（仮）小山田トンネルに移動し、トンネル内

で庄司建設監督官から宮古箱石道路の整備効果について、

前田建設工業（株）の青柳監理技術者からトンネルの施工

法について説明を受け「舗装にひびが入るのはなぜです

か」など質問も多くありました。

【第１７回】 そうだ、ゆったりしよう！

工事現場紹介 小山田松山地区道路改良工事

私たち㈱淺沼組は、小山田松山地区道路改良工事

を行なっています。施工場所は小山田地区の切土・

土砂運搬工事、橋脚（1基）の築造及び松山地区で

の切土・土砂運搬工事を行ないます。

現場は、9月下旬より工事用道路を施工し、土砂

の搬出を始めました。工事期間中は土砂の搬出や生

コン打設などに伴う大型車両の出入りがあります。

地域の皆様にはご迷惑をお掛けしますが、細心の注

意を払い、安全を第一に工事を進めてまいりますの

で、ご理解とご協力をお願い致します。

磯鶏小学校の児童から現場見

学会後にお礼のお手紙をいた

だきました。手紙には「トン

ネルの造り方」や「トンネル

の大きさ」について学びまし

た、大人になったらまた来た

いなどとありました。また来

てください。 （M)

紅葉した腹帯第２トンネル

起点側坑口 充填検知システムの説明状況

春には桜並木が施設周辺を彩り、夏は川下り

大会の拠点、秋は紅葉、冬はお風呂（いつでも

良いですが（笑））と、四季を通じて楽しめる施

設です（写真は春に撮影）

上の写真は今は幻となった『チゲラーメン』

庄ちゃんの宮古街道ぶらり旅

セントルの前で記念撮影

交差箇所で記念撮影

橋脚の高さに驚く児童たち

クレーンの大きさにビックリ！！整備効果について学ぶ児童たち

松山地区

小山田地区

小山田こ道橋P1橋脚施工位置図

坂川現場代理人

遠藤監理技術者 宮沢工事主任
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工　　　　事　　　　名 工　　　　期 受　注　者 工　　　　事　　　　名 工　　　　期 受　注　者

㈱安藤・間 85-1525

松山IC道路改良工事 H27.9.9～H29.2.17 松尾建設㈱ 64-3211 国道106号 磯鶏地区道路工事 H28. 4. 1～H31.9.27 大成建設㈱ 77-5162

国道45号外 千徳小山田道路工事 H26.3.7～H28.12.16 前田建設工業㈱ 62-3162 国道106号 箱石地区道路工事 H26.12.17～H30.2.28

オリエンタル白石㈱ 65-7552

国道106号 腹帯地区道路工事 H26.12.3～H29.6.30 大豊・佐田JV 79-1855 小山田松山地区道路改良工事 H28.8.3～H29.3.31 ㈱淺沼組 77-5356

国道106号 茂市地区道路工事 H27.2.19～H31.3.29 戸田・岩田地崎JV 65-7007 下片巣接続橋上部工工事 H28.3.31～H28.11.22

磯鶏地区で山を掘削して土砂を搬
出しています。

㈱淺沼組 65-8098

宮 古 箱 石 道 路 （ 宮 古 市 藤 原 ～ 宮 古 市 箱 石 ） 工 事 状 況 平成28年11月15日現在

新箱石トンネルの掘削を行ってい
ます。全長1493ｍのうち460ｍ
まで進んでいます。

来年より開始予定のトンネル掘削
に向けて坑口付近の整備を行って
います。

（仮）腹帯第1トンネル掘削のた
めの工事用道路の造成を行ってい
ます。

（仮）上茂市橋Ａ１橋台の中に土
の中詰を行っています。

（仮）小山田トンネル工事は、コンク
リートによる仕上げ工事が終了し、トン
ネル内とトンネル入口付近を完成形に整
備する工事を行っています。

国道106号 下川井トンネル工事 H26.12.16～H31.3.15 大成建設㈱ 77-5653 川井箱石地区道路改良工事 H28.8.3～H29.3.31

(仮）下片巣橋Ａ２橋台を施工する
ため、山側に仮設土留を設置して
います。

橋梁上部工の施工は終了しまし
た。現在は橋梁下にて排水、ヤー
ド復旧などを行っています。

P2橋脚は柱部の全長約３０ｍのう
ち半分が完了しています。P3橋脚
は底盤部の埋戻しを行っています。

（仮）腹帯第3トンネルの掘削を
行っています。全長283ｍのうち
140ｍまで進んでいます。

（仮）松山IC（根市側）では切廻
し道路の盛土を行っています。

松山地区では山を掘削して土砂を
搬出しています。
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③施工：戸田・岩田地崎JV ①施工：前田建設工業⑤施工：大成建設

④施工：大豊・佐田JV

⑥施工：安藤・間

②施工：松尾建設

宮古箱石道路 (宮古市藤原～宮古市箱石) 延長 約33㎞
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H31開通目標 H32開通目標

（仮）松山IC（根市側）（仮）腹帯第3トンネル（宮古側）

Ｐ2

(仮)新箱石トンネル（盛岡側）

P3

（仮）腹帯橋P2、P3橋脚

平成２８年度 宮古箱石道路 工事一覧

⑨施工：淺沼組

磯鶏地区

（仮）下川井トンネル（盛岡側）
土留め擁壁

（仮）小山田トンネル坑内

（仮）下片巣接続橋

（仮）腹帯第1トンネル
（仮）上茂市橋A１橋台

場所打ち擁壁

H32開通目標H32開通目標

⑦施工：大成建設

⑩施工：淺沼組 ⑧施工：オリエンタル白石

松山地区（仮）下片巣橋Ａ２橋台


